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磁性体における磁壁のダイナミクスは、基礎物理[1]のみならず、スピントロニクスデバイス応

用[2,3]の観点からも重要である。今回、我々は GdFeCo 薄膜を用いて磁気特性がデピニング磁場

に与える影響を調査した。 

この研究では垂直磁気異方性を示す Si substrate/100-nm SiN/30-nm GdFeCo/5-nm SiN薄膜を使用

した。リアルタイム磁壁検出技術[4]を用いて、磁壁移動速度 vの印加磁場 μ0H依存性を測定した。

図 1(a)に示すように、デピニング磁場 μ0Hdepは温度の上昇に伴って単調に減少した。このデピニ

ング磁場の温度依存性を理解するために、磁気特性の温度依存性を調べた。図 1(b)に示すように、

デピニング磁場 μ0Hdepは、 にほぼ比例した。ここで MSは飽和磁化、μ0HKは異方性磁

場である。この比例関係は磁壁のクリープ理論から期待されるものであり、発表では詳細な議論

を行う。 
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Fig.1. (a) Magnetic field dependence of the DW velocity at different temperatures T. 

(b) The depinning field μ0Hdep as a function of . 
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